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SDK の公開に先立って提供される App-V の拡張機能
ホワイト ペーパー概要
このドキュメントでは、App-V 4.5 で一般的に行われるタスクの自動化に使用できるツールについて説明しています。また、サンプル シナリオやツールの使用例も紹介しています。
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概要
App-V 4.5 の新しい拡張機能を使用すると、管理者は仮想アプリケーションをさまざまな方法で管理できます。ただし、新しい展開機能と管理機能では、インフラストラクチャのあらゆるニーズに対処できない場合があります。現在、Microsoft Application Virtualization 4.5 (App-V) ソフトウェア開発キット (SDK) の提供開始に先立ち、App-V 4.5 製品では数多くのツールが用意されています。これらのツールは管理負担を大幅に削減することができ、従来の GUI ベースの管理に優る高度なサポート機能を提供します。App-V には管理強化機能としてコマンド ライン インターフェイス (CLI)、WMI プロバイダー、およびその他の各種ツールが含まれています。このドキュメントでは、現在利用可能な管理機能について説明すると共に、使用を開始するための実践的な例を紹介します。  

対象読者
このドキュメントは、App-V 環境をより柔軟に管理したいと考える App-V インフラストラクチャ管理者を対象にしています。また、App-V をプラットフォームとする拡張ユーティリティの作成を計画している独立系ソフトウェア ベンダー (ISV) も対象としています。
トピック
· SFTMIME.EXE
· App-V WMI (Windows Management Instrumentation) プロバイダー
· SFTTRAY.EXE
· SFTLIST.EXE
· SFTSEQUENCER.EXE  
· OSD スクリプト
このドキュメントを読み終えると、SDK の開発に先立ち現在のリリースで提供される App-V の CLI 管理ツールの機能を完全に理解できます。管理者や ISV は、この知識に基づいて一般的なタスクを自動化したり、App-V インフラストラクチャをより効率的に管理できます。必要に応じて、他のドキュメントも参照してください。
SFTMIME.EXE
SFTMIME.EXE は、以前のバージョンの App-V のユーザーにはお馴染みのツールです。このツールには、App-V クライアントのグループを管理するための非常に強力な機能セットが用意されています。このバージョンの App-V クライアントでは SFTMIME.EXE に新しい数種類のスイッチが追加され、一般管理タスクを自動化できる、さらに総合的なツールとして強化されています。このドキュメントでは、SFTMIME.EXE で実行できるタスクの概要と、いくつかの一般的な例を示しています。SFTMIME.EXE の完全なリファレンスについては、『Application Virtualization システムの計画と展開ガイド』 (http://technet.microsoft.com/ja-jp/library/cc843778.aspx) を参照してください。
SFTMIME を使用することで、App-V Client Management Console が達成可能なタスクと同等の働きを実現できます。コマンド ライン ベースであるため、バッチ ファイルに記述し、スクリプトから呼び出して、遠隔地から自動的に複数のコンピューター上でタスクを実行できます。ログオン スクリプトを利用することで、SFTMIME コマンドを使用して特定のコンピューターに対して特定の管理タスクを実行させることができます。SFTMIME コマンドは、動詞、オブジェクト、パラメーター、およびスイッチから構成されます。使用可能なオブジェクトと、これらのオブジェクトを使用して実行可能な一般タスクの一覧を以下に示します。
App-V 4.5 の SFTMIME.EXE は、グローバリゼーションをサポートするよう変更されています。このバージョンの SFTMIME は、stdout ではなくコンソールに直接出力します。SFTMIME コマンドの出力を他のコマンドへエクスポートするには、まず SFTMIME をファイルに出力 (/log パラメーターを使用) した後、このファイルを次のコマンドへの入力として使用します。
例:

sftmime query obj:app /log %temp%\mime.log

findstr "My Favorite App" %temp%\mime.log

APP (Application)
APP (Application) パラメーターにより、管理者は App-V クライアント コンピューター上のアプリケーションを管理できます。APP パラメーターを使用して、アプリケーションの追加、削除、ロックなどの一般的なタスクを自動化できます。  

シナリオ: ある組織では、App-V を展開してアプリケーションの仮想化を活用していますが、一部の基幹業務アプリケーションが常に確実にキャッシュ内に格納されているようにしたいと考えています。次のコマンドはキャッシュ内のアプリケーションを "ロック" して、ロックを解除するまでアプリケーションを削除できないようにします。
Sftmime lock app:"Microsoft Office 2007"

注: アプリケーションをロックすると、個別の単体のアプリケーションではなくパッケージ全体がロックされます。
PACKAGE
Package パラメーターを使用すると、App-V クライアント コンピューター上にあるパッケージを管理できます。パッケージは 1 つ以上のアプリケーションで構成されます。PACKAGE パラメーターを使用してパッケージの追加、削除、公開などの一般的なタスクを自動化できます。これらのタスクは、公開更新に Management Server を使用していない環境で最もよく使用されます。利便性の高いタスクの 1 つは、パッケージ全体の公開と公開の中止です。これにより、アプリケーションのすべてのショートカットおよびファイルの種類の関連付けを、1 つのコマンドで制御できます。これは、MSI ベースのインストールや、公開更新用の管理サーバーがなくストリーミングサーバーだけ稼動 (ESD システムに App-V を統合している場合など) している場合など、クライアント側で公開更新を実行しないカスタム ソリューションで実装することができます。
シナリオ: ストリーミング サーバーのみ使用して App-V ライトウェイト インフラストラクチャーを実装しており、管理サーバーは存在しません。ストリーミング サーバーは公開更新処理を実行しないため、App-V クライアントに対してパッケージを手動で公開する必要があります。この場合、管理者は各パッケージを追加する処理をスクリプトに記述し、SFT ファイルの場所を指定する OVERRIDEURL スイッチを使用してパッケージの場所を指定することができます。
SFTMIME ADD PACKAGE:"Microsoft_Visio_2007_MNT" /MANIFEST \\\\appvms\\content\\Microsoft_Visio_2007_MNT\\Microsoft_Visio_2007_MNT_manifest.xml /OVERRIDEURL \\\\appvms\content\Microsoft_Visio_2007_MNT\Microsoft_Visio_2007_MNT.sft /GLOBAL

注: ユーザーは、パッケージがある場所への適切なアクセス許可、アプリケーションの追加 (ADD) 権限が必要なほか、AllowIndependentFileStreaming を有効にする必要があります。
OBJECT
OBJECT パラメーターにより、管理者はアプリケーション、ファイルの種類の関連付け、パッケージ、公開サーバーを管理できます。このパラメーターにより、App-V クライアント上の特定の種類のオブジェクトに対してクエリ、削除、消去を実行できます。Object パラメーターを動詞 "query" と一緒に使用することで、クライアントの一覧を取得できます。この情報は、WMI プロバイダーにより収集可能な情報と同一です。
シナリオ: トラブルシューティングのために、App-V を通じてクライアントに公開されたオブジェクトの一覧を取得する必要があります。次のコマンドを実行すると、オブジェクトが種類別に一覧表示されます。
SFTMIME QUERY OBJ:APP /GLOBAL /LOG:C:\APPS.LOG

SFTMIME QUERY OBJ:PACKAGE /GLOBAL /LOG:C:\PACKAGES.LOG

SFTMIME QUERY OBJ:TYPE /GLOBAL /LOG:C:\FTAS.LOG

SFTMIME QUERY OBJ:SERVER /LOG:C:\PUBSERVERS.LOG

SERVER
SERVER パラメーターを使用すると、管理者はクライアント側で公開サーバーを管理できます。このパラメーターにより実行可能なタスクは、クライアントの公開サーバーの追加、構成、および削除です。このパラメーターを使用して公開サーバーに対する変更を自動化することで、この処理を管理する負担を軽減できます。また、公開更新の強制という重要なタスクも実行できます。
シナリオ: App-V インフラストラクチャの当初の設計では、セキュリティで保護されていない公開サーバーで RTSP を使用していました。PKI インフラストラクチャを構成し、セキュアな公開サーバーで RTSPS を有効にした後、通信に RTSPS を使用するようクライアントを変更する処理を自動化する必要があります。 

SFTMIME CONFIGURE SERVER:DISPLAYNAME /PORT 322 /TYPE RTSP /SECURE
TYPE
TYPE パラメーターで、クライアント側のファイルの種類の関連付けを構成します。このパラメーターを使用すると、ファイルの種類の関連付けに関する問題を、公開更新やパッケージの変更を行うことなく速やかに解決できます。ファイルの種類の関連付けの変更は、クライアント側のファイルの種類の関連付けの設定と不整合が生じてサポートが困難になることがあるため、慎重に行ってください。  

シナリオ: シーケンサーからパッケージを取得後、管理者がアプリケーションのテストを行っています。このとき、アプリケーションに正しく関連付けられたファイルをダブルクリックしても、アプリケーションが正しく起動しないことが判明しました。シーケンサーにフィードバックを返したり、パッケージに対して永久的な変更を行う前に、まずクライアント コンピューターでファイルの種類の関連付けを追加して、パッケージのファイルの種類の関連付けを変更することにより問題が解決することを確認します。次のコマンドは、アプリケーションに対するファイルの種類の関連付けを追加します。
sftmime add type:docx /app "Microsoft Word 2007" /description "Word 2007 Document"

App-V WMI プロバイダー
App-V に含まれているクライアント WMI プロバイダーにより、仮想パッケージおよび仮想アプリケーションから、共通情報に対してクエリの実行またはアクションの取得を行うことができます。App-V WMI プロバイダーには Application クラスと Package クラスが含まれます。SCCM と組み合わせることで、仮想アプリケーションの充実したレポート機能を使用できます。SCCM を使用しない場合または使用できない場合も、WMI プロバイダーによって仮想環境の同一のデータにアクセスすることができます。現在の WMI プロバイダーの実装では、読み取り専用の "プル" アクションのみ可能で、App-V クライアントを構成することはできません。Windows Management Instrumentation に関する詳細は、以下のリンク先を参照してください。
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa384642.aspx (英語)

WMI プロバイダーには、プログラム、スクリプト、および Windows PowerShell からアクセスできます。このドキュメントでは、Windows PowerShell の事例を中心に扱います。  

「Accessing WMI from Windows PowerShell (Windows PowerShell から WMI へのアクセス)」
http://www.microsoft.com/technet/scriptcenter/topics/msh/mshandwmi.mspx
「Windows PowerShell Syntax (Windows PowerShell の構文)」
http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=106434
「Scripting in WMI (VBScript) (WMI のスクリプト (VBScript))」
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa393262(VS.85).aspx
App-V Package WMI クラス
Package クラスを使用すると、App-V インフラストラクチャに展開されている各種パッケージに関する情報を取得できます。管理者はプロパティを使用して特定のパッケージを保有するマシンの一覧を取得したり、キャッシュ内にあるパッケージのバージョンを確認することができるほか、他にもいくつかのプロパティが用意されています。この情報は、ライセンスに関する簡易レポートの作成、アプリケーション読み込み時のステータスの確認、キャッシュ内にあるパッケージのサイズ確認を行う場合に役に立ちます。以下の表に、Package クラスで提供されているプロパティを示します。
Package のプロパティ
	プロパティ名
	データ型
	アクセスの種類
	修飾子
	説明

	Name
	String
	読み取り専用
	なし
	仮想パッケージのわかりやすい名前です。

	Version
	String
	読み取り専用
	なし
	仮想パッケージのバージョンです。

	PackageGUID
	String
	読み取り専用
	Key
	パッケージ構成とソース ファイルの GUID 識別子です。

	SftPath
	String
	読み取り専用
	なし
	SFT ファイルのファイル パスです。

	TotalSize
	UInt64
	読み取り専用
	なし
	仮想パッケージの合計サイズです (KB 単位)。

	CachedSize
	UInt64
	読み取り専用
	なし
	キャッシュ内の仮想パッケージの合計サイズです (KB 単位)。

	LaunchSize
	UInt64
	読み取り専用
	なし
	仮想パッケージのプライマリ機能ブロックの合計サイズです (KB 単位)。

	CachedLaunchSize
	UInt64
	読み取り専用
	なし
	キャッシュ内にある仮想パッケージのプライマリ機能ブロックの合計サイズです (KB 単位)。

	InUse
	Boolean
	読み取り専用
	なし
	仮想パッケージ内の仮想アプリケーションが実行中の場合は true、それ以外の場合は false です。

	Locked
	Boolean
	読み取り専用
	なし
	仮想パッケージがロックされている場合は true、それ以外の場合は false です。

	CachedPercentage
	UInt16
	読み取り専用
	なし
	キャッシュ ファイルの割合です。次の式で算出されます。CachedSize / TotalSize x 100

	VersionGUID
	String
	読み取り専用
	なし
	パッケージ バージョンの GUID 識別子です。


App-V Application WMI クラス
Application クラスを使用すると、App-V インフラストラクチャに展開されたアプリケーションに関する情報を取得できます。プロパティを使用して、特定のアプリケーションがインストールされたコンピューターの一覧作成、現在実行中の仮想アプリケーションの評価、アプリケーションが起動された日時の取得を行うことができます。この情報を使用して、特定のアプリケーションが使用された日時を示すレポートの作成、アプリケーションに関連付けられたパッケージの検索、更新されたアプリケーションのバージョンのステータスの取得を行うことができます。 

Management Server が稼動し、クライアントが利用状況の情報の報告を行うフル インフラストラクチャでは、App-V のビルト インのレポート機能を利用できます。App-V のレポート機能により管理者は一般的な利用状況の情報を入手することが可能ですが、WMI プロバイダーのようなカスタマイズ性は備えていません。また、ライトウェイト インフラストラクチャおよびスタンドアロン インフラストラクチャでは、クライアントはデータ ストアに対して利用状況の情報を報告しません。レポート機能は提供されないため、WMI プロバイダーが仮想アプリケーションの情報を収集する唯一の手段となります。
たとえば、Application WMI クラスで提供される情報を使用することで、管理者は Word for Windows 2003 を保有しているユーザーの種類や、Word for Windows 2007 を保有しているユーザー数といった情報を取得できます。この情報はアプリケーションのライセンス管理に役立つだけでなく、新しいバージョンの一般的な利用状況や習得にかかる時間を知るために用いることもできます。
App-V 4.5 の新機能として、クライアントに対して代替 OSD パスを設定することができます。管理者は、WMI プロバイダーの Application クラスを使用して、ユーザーが OSD ファイルをプルしている場所を発見できます。適切なブランチ オフィスの構成を決定する上で、この情報が非常に重要となる場合があります。
以下の表に、Application クラスで提供されるプロパティを示します。
Application のプロパティ
	プロパティ名
	データ型
	アクセスの種類
	修飾子
	説明

	Name
	String
	読み取り専用
	Key
	仮想アプリケーションの表示名です。

	Version
	String
	読み取り専用
	Key
	仮想アプリケーションのバージョンです。

	PackageGUID
	String
	読み取り専用
	なし
	仮想アプリケーションに関連付けられたパッケージの GUID です。

	LastLaunchOnSystem
	DateTime
	読み取り専用
	なし
	仮想アプリケーションが最後に起動された日時です。

	GlobalRunningCount
	UInt32
	読み取り専用
	なし
	直接起動された仮想アプリケーションの実行中のインスタンス数です。

	Loading
	Boolean
	読み取り専用
	なし
	仮想アプリケーションが起動中の場合は true、それ以外の場合は false です。

	OriginalOsdPath
	String
	読み取り専用
	なし
	App-V クライアントに登録された OSD ファイルの元のファイル パスです。

	CachedOsdPath
	String
	読み取り専用
	なし
	App-V クライアントが OSD ファイルをローカルにキャッシュしている場合の、OSD ファイルのファイル パスです。


シナリオの例
次の例は、環境の高度な管理を実現する WMI プロバイダーの使用方法を示します。  

シナリオ 1:
仮想化アプリケーション (Office、Adobe Reader、Java プラグインなど、種類は不問) を展開しました。アプリケーションのベンダーが、重要なセキュリティ修正プログラムをリリースしました。このアプリケーションのすべてのインスタンスが修正プログラムで更新されていることを確認する必要があります。
重要なセキュリティ修正プログラムで更新済みのパッケージを展開した後、どのクライアントに更新プログラムが配布されたかを示すレポートを作成します。
App-V のクライアント WMI プロバイダーは、この情報を取得するためにコンピューターに対してクエリを実行できるリモート管理アクセスを許可します。 

PowerShell のコード:
# {中かっこ} 内に情報を記入
# クエリ対象のコンピューターの一覧を取得
$computerList = @('{computer1}', '{computer2}')

# クエリ対象となるパッケージの GUID を取得
$pkgGUID = '{PackageGUID}'

# 比較対象となるパッケージのバージョンを取得 

# 複雑なパッケージのアップグレードを行う場合、VersionGUID を利用可能
$desiredVersion = '{PackageVersion#}'
#全コンピューターをループ処理して、パッケージのバージョンを確認
foreach ($remoteComputer in $computerList) {

$pkg = get-wmiobject -namespace root/microsoft/appvirt/client `

-query "select * from Package where PackageGUID='$($pkgGUID)'" `

-computer $remoteComputer

#パッケージにはオブジェクトが 1 つ含まれる...Validate GUID and look at the Version and VersionGUID attributes.

if (-not $pkg -or $pkg.PackageGUID -ne $pkgGUID) {

Write-Host "クライアント コンピューター $remoteComputer には、目的のパッケージが見つかりません"
  }

if ($desiredVersion -ne $pkg.Version) {

Write-Host "$remoteComputer は最新の状態ではありません"

  }

}

シナリオ 2a:

Microsoft Office またはその他のアプリケーション スイートを展開しました。パッケージに、ユーザーにとって紛らわしいアプリケーションが含まれていました (Microsoft Office の VBA プロジェクトやデジタル証明書など)。そこで、紛らわしい不要なアプリケーションを削除して、ユーザーに公開しないことにしました。アプリケーションを削除する前に、現在このアプリケーションを実行しているユーザーがいないことを確認する必要があります。
PowerShell のコード:

# クエリ対象のコンピューターの一覧を取得
$computerList = @('{computer1}', '{computer2}')

# アプリケーション名とバージョンを取得
$appName = '{application name}'

$appVer = '{application version}'

#全コンピューターをループ処理して、パッケージのバージョンを確認
foreach ($remoteComputer in $computerList) {

$app = get-wmiobject -namespace root/microsoft/appvirt/client -query `

"select * from Application where Name='$($appName)' and Version='$($appVer)'" `

-computer $remoteComputer
#アプリケーションにはオブジェクトが 1 つ含まれる... 

Write-Host "$remoteComputer でアプリケーションが最後に起動されたのは $($app.LastLaunchOnSystem) です"
}

シナリオ 2b:
古いパッケージに代えて新しいパッケージを展開しました。古いパッケージを削除する必要がありますが、このパッケージを使用中のユーザーがいないことを確認する必要があります。パッケージ内のすべてのアプリケーションに対して、仮想アプリケーションの LastLaunchOnSystem 属性のクエリを実行すると、アプリケーションが最後に使用されてから経過した時間を確認できます。これで、古いパッケージを削除してもユーザーに支障が生じないことが確認できます。
PowerShell のコード:

# クエリ対象のコンピューターの一覧を取得
$computerList = @('{computer1}', '{computer2}')

# クエリ対象のアプリケーションのパッケージの GUID を取得
$pkgGUID = '{PackageGUID}'

#全コンピューターをループ処理
foreach ($remoteComputer in $computerList) {

$app = @(get-wmiobject -namespace root/microsoft/appvirt/client -query `

"select * from Application where PackageGUID='$($pkgGUID )'" `

-computer $remoteComputer)

#$app はアプリケーションの配列
$app | foreach {Write-Host "Application '$($_.Name)' が $remoteComputer で最後に起動されたのは $($_.LastLaunchOnSystem) です"}

}

シナリオ 3:
クライアント コンピューターに存在するパッケージの一覧と、キャッシュ内に存在する各パッケージの数量を知る必要があります。
PowerShell のコード:

# クエリ対象のコンピューターの一覧を取得
$computerList = @('{computer1}', '{computer2}')

#全コンピューターをループ処理して、パッケージのバージョンを確認
foreach ($remoteComputer in $computerList) {

$pkg = get-wmiobject -namespace root/microsoft/appvirt/client `

-class Package -computer $remoteComputer

Write-Host " -- $remoteComputer --"

$total = 0

$pkg | foreach {Write-Host "$($_.PackageGUID)  $($_.CachedSize / 1024) kb in cache"; $total += $_.CachedSize}

Write-Host "--- $remoteComputer – キャッシュ内に合計 $($total / 1024 / 1024)MB が存在します"

}

SFTTray.exe
SFTTRAY.EXE アプリケーションは以前のバージョンの App-V でも提供されていた機能で、一般的な用途は App-V 管理タスクの自動化です。SFTTRAY.exe は App-V アプリケーションのショートカットから呼び出されるターゲット アプリケーションで、システム トレイの通知領域に表示されます。このコマンドには SFTMIME のように豊富な機能群は用意されていませんが、様々な一般タスクの処理によく使われるスイッチが用意されています。多くの場合、SFTTRAY を使用することでタスクを自動化するスクリプトを容易に開発できますが、App-V 4.5 の新機能 (OVERRIDEURL、自動読み込みなど) にはほとんど対応していません。また、クライアントのステータス情報に対するクエリにも使用できません。SFTTRAY.EXE の使用により、App-V キャッシュの事前読み込み、公開更新の実行、アプリケーションの起動を行うことができます。スイッチの一覧を以下の表に示します。 

スイッチ:

注: Sfttray.exe のコマンド ライン オプションは、すべて大文字と小文字が区別されます。これにはアプリケーション名も含まれます。
	スイッチ
	使用方法
	説明

	/launch
	/launch "<アプリケーション名>"
/launch "<ファイル名>.osd"
	起動するアプリケーションを指定します。アプリケーションは、相対パス、絶対パス、ネットワーク共有のパス、または URL で指定できます。

	/load
	/load "<アプリケーション名>"
/load "<ファイル名>.osd"
	キャッシュ内に読み込むアプリケーションを指定します。アプリケーションは相対パス、絶対パス、UNC パス、または URL で指定できます。

	/loadall
	/loadall
	すべてのアプリケーションを完全にキャッシュ内に読み込みます。

	/hide
	/hide
	通知領域内の App-V クライアントを非表示にします。/launch、/load、または /loadall オプションと共に使用し、これらのオプションの前に指定します。

	/sftfile
	/sftfile "file://<パス/ファイル名>.sft"
	ファイルから直接インポートする .sft ファイルを指定します。/load オプションと共に使用します。

	/help または /?
	/help
/?
	ヘルプを表示します。

	/exit
	/exit
	すべての App-V 対応アプリケーションを終了し、通知領域からアイコンを削除します。


例:

次のコードは、アプリケーション名を使用して App-V のサンプル アプリケーションの起動と読み込みを行います。/hide スイッチを使用することで、システム トレイのステータス バーが非表示になります。
sfttray.exe /hide /launch "App-V Example Application" 

sfttray.exe /load "App-V Example Application"

次のコードは、アプリケーション名とバージョンを使用して App-V のサンプル アプリケーションの起動と読み込みを行います。この情報は、App-V Management Console のアプリケーションのプロパティまたは SFTMIME コマンドを使用して取得できます。
sfttray.exe /launch "App-V Example Application 7.0" 

sfttray.exe /hide /load "App-V Example Application 7.0"
次のコードは、OSD ファイルの UNC パスを使用して App-V のサンプル アプリケーションの起動と読み込みを行います。このタイプのコマンドは、代替 OSD ファイルでスクリプトをテストする必要があるネットワーク管理者にとって便利です。  
sfttray.exe /launch "\\SGVAS01\CONTENT\sft_ea70.v1_ea.osd" 

sfttray.exe /load "\\SGVAS01\CONTENT\sft_ea70.v1_ea.osd"
注: この例では、ローカル コンピューターの管理特権またはクライアント側の "OSD の変更" アクセス許可が必要です。
SFTList.exe 
SFTlist.exe はクライアントのログ レベルを変更したり、クライアント ログ ファイルをリセットするのに使えるコマンド ライン ユーティリティです。このツールは、コマンド プロンプトまたはスクリプトからログを管理できる唯一の手段です。
	スイッチ
	説明

	/resetlog
	既存のログ ファイルをバックアップ場所に移動し、ファイル名を sftlog0001.txt に変更します。以降のファイル名は、数字の部分がインクリメントされます。

	/verboselog
	ログ レベルを Verbose (詳細) に変更します。

	/linfolog
	ログ レベルを Information (情報) に変更します。


	/warninglog
	ログ レベルを Warning (警告) に変更します (インストール時の既定値です)。


SFTSEQUENCER.EXE  
App-V Sequencer はアプリケーションをシーケンス処理して、仮想環境で実行可能なパッケージに変換します。シーケンス処理されたアプリケーションは、App-V Streaming Server から App-V Client を実行しているコンピューターへストリームするか、.MSI ファイルとして提供することができます。これまでのシーケンス処理では、GUI バージョンの Sequencer を使用して、シーケンス処理ウィザードでアプリケーションを個別にパッケージ化していました。SFTSEQUENCER.EXE はコマンド ライン版の App-V Sequencer であるため、GUI ウィザードを使用せずに、アプリケーションを仮想環境用に完全にパッケージ化できます。   

このツールを使用すると、既存の自動化されたインストールを利用して、シーケンス処理を速やかに実行できます。このツールが使用される主なシナリオの 1 つは、企業がアプリケーションを物理的にインストールする処理を既に自動化している場合です。この場合、SCCM のような電子ソフトウェア配布 (ESD) ソリューションでの使用が考えられます。このシナリオでは、企業は既に各アプリケーションを適切な設定でインストールする方法の開発に多くの時間を費やしているため、従来のシーケンス処理プロセスを採用するつもりはありません。SFTSEQUENCER.EXE では自動セットアップを使用でき、GUI を開かずに、既存のインストーラーと設定ファイルをシーケンス処理することが可能です。  

コマンド ライン シーケンサーにより、企業の既存アプリケーションを仮想環境用にパッケージ化する処理の自動化を簡単に行うことができますが、シーケンス処理エンジニアにあまり大きな期待を抱かせないようにする必要があります。企業のアプリケーション ライブラリでは、これらのパッケージの一部を仮想環境に合わせて微調整することが必要な場合があります。とはいえ、アプリケーションの多くは正しく機能するため、企業は迅速にアプリケーションをシーケンス処理して仮想化できます。 

コマンド ライン シーケンサーでアプリケーションが完全に正しくシーケンス処理されない場合でも、コマンド ライン インターフェイスをまず最初に使用することで貴重な時間を節約できます。この後で、パッケージを GUI のシーケンサーで開いてアップグレードすれば、正しく実行するようにチューニングされます。
注: SFTSEQUENCER.EXE を使用してパッケージのプライマリ機能ブロックとセカンダリ機能ブロックを構成することはできません。  

スイッチ
次の Application Virtualization Sequencer のパラメーターを使用すると、アプリケーションのシーケンス処理や、シーケンス処理されたアプリケーション パッケージのアップグレードをコマンド プロンプトで実行できます。Microsoft Application Virtualization Sequencer のディレクトリで「SFTSequencer.exe」と入力し、適切なパラメーターを続けて入力します。
	スイッチ
	説明

	/HELP または /?

	コマンド ラインによるシーケンス処理で使用できるパラメーターの一覧を表示します。


	/INSTALLPACKAGE または /I

	シーケンス処理対象のアプリケーションのインストーラーまたはバッチ ファイルを指定します。


	/INSTALLPATH または /P

	パッケージのルート ディレクトリを指定します。


	/OUTPUTFILE または /O

	生成される SPRJ ファイルのファイル名とパスを指定します。
注: /OUTPUTFILE パラメーターは、アップグレード対象ではないパッケージを開く場合は使用できません。


	/FULLLOAD または /F

	プライマリ機能ブロックにすべて展開するかどうかを指定します。


	/PACKAGENAME または /K

	シーケンス処理されたアプリケーションのパッケージ名を指定します。


	/BLOCKSIZE

	クライアントにストリームする SFT ファイルのブロック サイズを指定します。


	/COMPRESSION

	クライアントにストリームする SFT ファイルの圧縮方法を指定します。


	/MSI または /M

	シーケンス処理されたアプリケーションの Microsoft Windows インストーラー (MSI) の生成を指定します。


	/DEFAULT

	シーケンス処理されたアプリケーション パッケージの起動時に使用する既定の SPRJ ファイルを指定します。


	/UPGRADE

	アップグレード対象のシーケンス処理されたアプリケーション パッケージを配置するディレクトリを指定します。


	/DECODEPATH

	SFT ファイルの解凍先のディレクトリを指定します。



例
コマンド ラインを使用して新しいアプリケーション パッケージをシーケンス処理する方法
この例では、パッケージを作成して、プライマリ機能ブロックにすべてのデータ ブロックを読み込みます。
SFTSEQUENCER /INSTALLPACKAGE:"インストール プログラムのパス" /INSTALLPATH:"パッケージのルート ディレクトリ" /OUTPUTFILE:"出力プロジェクト ファイルのファイル名およびパス" /FULLLOAD

注: インストーラーまたは Windows インストーラー パッケージの GUI は、コマンド ラインのパラメーターを指定した後に表示されます。
コマンド ラインを使用してシーケンス処理されたアプリケーションを開く方法
この例では、既存のパッケージを開いて MSI インストールを作成します。この方法は、スタンドアロンのクライアント用に、App-V 4.5 以前のパッケージから MSI ベースのインストールを作成する処理を自動化する場合に便利です。
SFTSEQUENCER /OPEN:"シーケンス処理されたパッケージのプロジェクト ファイル (SPRJ)" /MSI

注: インストーラーまたは Windows インストーラー パッケージの GUI は、コマンド ラインのパラメーターを指定した後に表示されます。
コマンド ラインを使用して、シーケンス処理されたアプリケーション パッケージをアップグレードする方法
この例では、更新プログラムまたはスイートの追加アプリケーションでパッケージをアップグレードして、新しいバージョンのパッケージとして保存し、新しいパッケージ ファイルを圧縮します。
SFTSEQUENCER /UPGRADE:"プロジェクト ファイル (SPRJ) のパス" /INSTALLPACKAGE:"パッケージに適用するアプリケーション (アップグレード) の場所" /DECODEPATH:"SFT ファイルの解凍先のディレクトリ" /OUTPUTFILE:"作成するパッケージ (SPRJ) の場所と名前" /COMPRESSION

注: インストーラーまたは Windows インストーラー パッケージの GUI は、コマンド ラインのパラメーターを指定した後に表示されます。
OSD スクリプト
アプリケーションの OSD ファイルを変更することができれば、経験豊かなシーケンス エンジニアにとって非常に強力なツールとなります。OSD ファイルのスクリプト機能を使用すると、仮想アプリケーションの起動前、起動後、または起動中に任意の数のコマンドやアクションを実行できます。このスクリプトを使用して、アプリケーションの実行前に環境を設定または変更したり、アプリケーションの終了後に環境をクリーンアップすることができます。詳細およびその他の使用例については、「App-V Sequencing Guide (App-V シーケンス処理ガイド)」 (http://go.microsoft.com/fwlink/?LinkId=127120) を参照してください。
例
仮想アプリケーションのトラブルシューティングでは、そのアプリケーションが稼動している仮想環境にアクセスできることが重要です。次の例では、仮想アプリケーションの起動に先立ってコマンド プロンプトを起動します。これにより、プロセス モニターなどのトラブルシューティング ツールを実行して問題を調査することができます。
<DEPENDENCY>

<SCRIPT TIMING="PRE" EVENT="LAUNCH" WAIT="TRUE" PROTECT="TRUE">

<SCRIPTBODY>cmd.exe</SCRIPTBODY>

</SCRIPT>

</DEPENDENCY>
OSD スクリプトのもう 1 つの用途は、仮想環境にレジストリ値を追加することです。次の例では、仮想環境にレジストリ値を追加します。
<IMPLEMENTATION>

<CODEBASE … />

<VIRTUALENV>

<REGISTRY>

<REGKEY HIVE="HKLM" KEY="Software\Test">

<REGVALUE REGTYPE="REG_SZ" NAME="string">Holas</REGVALUE>

<REGVALUE REGTYPE="REG_DWORD" NAME="dword">5051</REGVALUE>

<REGVALUE REGTYPE="REG_BINARY" NAME="hex">50,51,52</REGVALUE>

<REGVALUE REGTYPE="REG_SZ">Value of Default Key</REGVALUE>

</REGKEY>
</REGISTRY>
</VIRTUALENV>
</IMPLENENTATION>

まとめ
このドキュメントで説明したツール群により、管理者は App-V インフラストラクチャに関連する多くのタスクを自動化することができます。  
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